
〈報告〉

平成２０年度学生による授業評価に関する報告

専修大学経営学部
自己点検・評価実施委員会

まえがき

平成２０年度の「学生による授業評価」について，その実施状況および実施した

教員と回答した学生に関する全体的概要を報告する。ご協力いただいた学部内外

の教員各位に感謝申し上げる。また，準備から分析結果の配布にいたる作業をご

担当いただいた教務課職員各位にも，お礼を申し上げる。

平成１９年度から経営学部経営学科の専門科目のカリキュラムが新しくなった。

新しいカリキュラムの初年度は，必修科目である入門科目を学生による授業評価

の主な対象とした。平成２０年度は，２年次以降の選択必修科目であるテーマ科目

が始まり，テーマ科目としての最初の授業評価が行われた。

平成１９年度は予算の制約から，英語と半期化された新しいカリキュラムの入門

科目について前期に授業評価を実施し，その結果を後期に役立てることができる

ように計画した。また，後期には，主に基礎演習科目と平成１８年度までの専門科

目（多くは通年）の授業評価を実施した。平成２０年度は予算が増額されたことと，

費用の見直しを業者に依頼したことにより，前期と後期それぞれで，新しいカリ

キュラムの専門科目の授業評価を実施することができた。

実施の詳細については，本報告の「授業評価の実施」をご覧いただきたい。

平成２１年８月

平成２０年度経営学部自己点検・評価実施委員会

宇佐美嘉弘（委員長），青木章通（副委員長），植松日子太郎，

倉持俊弥，佐藤康一郎，増子恵一，山田耕嗣
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１．授業評価の目的

学生による授業評価の目的は，受講した学生の評価・意見に基づいて，授業の

改善点を模索することにある。学生の要求・学力と授業内容を照応させること，

もしくは授業方法により一層の工夫を凝らすことなどの作業は，避けて通ること

のできない問題である。

ところで，学生の評価に無原則に随従することがあってはならないことも，も

とより自明である。しかし，学生による授業評価が，授業改善に役立つデータで

あることもまた否定できない事実であり，我われ教員の主体的な取り組みが問わ

れている。

ただし，平成７年度に，初めて授業評価を実施した際の教授会申し合わせ事項，

「教員の勤務評定には絶対に利用しない」ことにも留意する必要がある。

２．授業評価調査票の内容

平成２０年度の授業評価調査票では，平成１８年度および平成１９年度と同じ質問項

目で，マーク形式の調査票と自由記述形式の調査票を用いた。マーク形式の調査

票については，すべて５段階評価による２５の質問項目を次の４つの群に分けてい

る。

Ａ．授業の環境・方法について （記入欄１～１３）

Ｂ．授業の内容について （記入欄１４～１８）

Ｃ．あなたについて （記入欄１９～２４）

Ｄ．総合評価について（Ａ～Ｃを踏まえて） （記入欄２５）

また，自由記述形式の調査票での質問は次の通りである。

この授業について，良かったと思う点や改善を求めたいと思う点を，施

設・設備面についての評価も含め，具体的に書いてください。
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回収した自由記述の回答内容は，当該科目の担当者のみが参照し，その概要報

告を自由記述教員アンケートとして当委員会委員長が受ける。アンケートの内容

は次の通りである。

一，記述評価で先生の授業について「良かった」と評価された点はどんな

点だったでしょうか。

二，自由記述評価で先生の授業について「改善した方がいい」と評価され

た点はどんな点だったでしょうか。

三，以上の結果をどのように受け止め，どのように授業を進めたらよいと

思われますか。

四，自由記述評価のなかで，施設・設備面に関する学生の要望があがって

いる点はどんな点でしょうか。

自由記述形式の調査票および自由記述教員アンケートは，平成１７年度の委員会

が定めたものである。

３．授業評価の実施

平成１９年度の入学者から，経営学部のカリキュラムが変更され，専門科目の講

義は前期・後期それぞれで終了することになった。そこで，平成２０年度は授業評

価を以下のように実施した。

１．委員会として実施を求める指定科目について，担当者に実施を依頼し

た。ただし，担当者が実施を希望しない場合には，科目名を委員会に申

し出る。

指定科目：平成１９年度および平成２０年度カリキュラムの専門科目（入門

ゼミナール，ビジネス研究Ｄ／インターンシップ，自主活動報告は除く）

およびスポーツ・ウェルネス・プログラム（ＳＷＰ）科目

※ 平成１９年度からのカリキュラムの科目の授業評価を実施する場合に，
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それと合併されている平成１８年度までのカリキュラムの科目があ

れば，それらの科目も実施することにした。

※ ＳＷＰ科目は，後期になってＳＷＰ実施委員会において実施しない

ことが決定された。

２．指定科目以外の科目については，担当者が授業評価を希望する場合に

は，科目名と希望実施時期（前期のみ，後期のみ）を委員会に申し出る。

実施可能な科目：経営学部専任教員が担当しており経営学部に配当され

ている科目および兼任教員が担当している経営学部専門科目

実施しない科目：他学部のみ配当科目，インターンシップ，ゼミナール，

卒業論文，教養ゼミナール，教養演習，総合科目，教育実習，博物館実

習

３．授業評価の実施を指定科目で希望しない科目（上記の１）および指定

科目以外で希望する科目（上記の２）を委員会に申し出てもらうため，

アンケートを事前に行った（平成２０年６月）。

４．授業評価を実施した時期は次の通り。

前期は平成２０年７月上旬，後期は平成２０年１２月上旬

５．教員への個別の集計結果を返却した時期は次の通り。

前期分の返却は平成２０年度後期開始直後，後期分の返却は平成２１年３月

～４月

４．授業評価実施教員および回答者の概要

平成１９年度の表に基づいて，実施状況をまとめた。実施状況のまとめ方の方針

と注意事項は以下の通り。

１．前期（表１），後期（表２），前後期合計（表３）の３つの表を作成し

た。さらに，従来通り，回答した学生数については，学部大学院別（表

４），学部学科別（表５），学年別（表６），性別（表７）の内訳も示し

た。これらの表では，いずれも平成２０年度の概要のみを示し，過去の推

移は外した。これは，実施する授業を指定した方針が以前と異なるため，
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表１．科目区分ごとの授業評価実施状況 前期

科目区分 教員（専任、兼任） 大学専任教員 学部専任教員 授業 学生
数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合

平成１９年度か
らのカリキュ
ラムの専門科
目

入門
【指定】

経営 ※オムニバス形式
会計
経済
マーケティング
情報処理、情報システム
統計

５
５
４
４
９
３

３
４
２
３
８
３

６０．０％
８０．０％
５０．０％
７５．０％
８８．９％
１００．０％

５
５
４
４
４
３

３
４
２
３
３
３

６０．０％
８０．０％
５０．０％
７５．０％
７５．０％
１００．０％

５
５
４
４
４
２

３
４
２
３
３
２

６０．０％
８０．０％
５０．０％
７５．０％
７５．０％
１００．０％

８
５
４
５
２０
５

５
４
２
３
１７
５

６２．５％
８０．０％
５０．０％
６０．０％
８５．０％
１００．０％

８３８
８５０
１０００
８０８
１３１４
４２１

５００
３３５
２５８
３４７
８９０
３３６

５９．７％
３９．４％
２５．８％
４２．９％
６７．７％
７９．８％

基礎演習
【指定】

簿記
情報リテラシ
経営数学
論理

１
２

１
１
１００．０％
５０．０％

０
２

０
１

－
５０．０％

０
２

０
１

－
５０．０％

１
２

１
１
１００．０％
５０．０％

６
４７

５
２５

８３．３％
５３．２％

経営管理総論【指定】 ４ ３ ７５．０％ ４ ３ ７５．０％ ４ ３ ７５．０％ ５ ４ ８０．０％ ７０２ ３７６ ５３．６％
テーマ
【指定】

企業と市場・社会
ベンチャー創造と事業継承
戦略デザイン
グローバル・マネジメント
企業評価とファイナンス
企業活動と会計情報
顧客満足とマーケティング
ビジネス・ソリューション
人的資源と知識創造
ＩＴプロフェッショナル

３
２
１
２
１
４
２
２
２
３

２
０
１
１
１
４
２
２
２
３

６６．７％
０．０％
１００．０％
５０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

２
２
０
１
１
３
２
２
２
３

１
０
０
０
１
３
２
２
２
３

５０．０％
０．０％
－

０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

１
２
０
１
１
３
２
２
２
３

０
０
０
０
１
３
２
２
２
３

０．０％
０．０％
－

０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

３
２
１
２
１
４
４
２
２
４

２
０
１
１
１
４
４
２
２
４

６６．７％
０．０％
１００．０％
５０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

１２６
６９２
８２
２２１
６１
３８８
１１５１
１３４
１８７
１３９

６５
０
６０
１８
３２
２２９
６１５
１１１
１４４
１１２

５１．６％
０．０％
７３．２％
８．１％
５２．５％
５９．０％
５３．４％
８２．８％
７７．０％
８０．６％

寄付講座、特殊講義【新旧合併】 ３ ２ ２ ３ ２８１
外国書講読【なし】

スポーツ・ウェルネス・プログラム（ＳＷＰ） ４ ４ ２ ４ ２７３
平成１８年度ま
でのカリキュ
ラムの専門科
目
【希望実施】

系列別 経営
会計
経済
商学
情報管理
外国書講読、共通科目

４
４
３
４
４
２

３
３
２
３
３
１

３
３
２
３
３
０

６
４
３
８
６
２

２７４（２０）
５４（５）
４２（４）
２１８（２１）
３６（４）
１７（３）

教養教育【希望実施】
英語【希望実施】
英語以外の外国語【希望実施】
保健体育（理論科目）【希望実施】
教職、司書・司書教諭、学芸員課程【希望実施】

９

１

４

１

３

１

１５

２

４９２

１８１

指定した科目区分のみの合計 ５９ ４６ ７８．０％ ４９ ３６ ７３．５％ ４７ ３４ ７２．３％ ８０ ６３ ７８．８％ ９１６７ ４４５８ ４８．６％
全体の実施合計 ８４ ６２ ５６ １１６ ６３２６（５７）

注１．【指定】は、委員会で実施対象として指定した科目区分を示す。【希望実施】は、指定ではないが、教員の希望で実施を認めた科目区分を示す。【なし】は、授業が展開されていない科目区分を示す。
注２．【指定】のみの科目区分の教員の「数」は指定した数を示す。授業の「数」は同じ科目で複数展開している場合には、展開数を数えた。学生の「数」は指定した授業に履修登録している学生の総数を

示す。
注３．【指定】のみの科目区分については、指定した数に対して実施した割合が分かるようにした。その他の科目区分については実施した数のみを示した。
注４．専門科目で平成１８年度までの科目と平成１９年度からの科目が合併開講されている場合には、１つの授業が平成１８年度までと平成１９年度からの２箇所で数えられる。英語は平成１８年度から、英語以外の

外国語は平成１７年度からカリキュラムが変更されており、変更前後の科目が合併されている場合には、２つの授業として数えられる。
注５．平成１８年度までの専門科目の「共通科目」に含まれるのは、経済英語、経営法学、商法�、商法�、労働法、民法、特殊講義である。
注６．平成１９年度からの寄付講座、特殊講義は、平成１９年度までの科目と合併されているが、分けて回収できなかったため、まとめて１科目としてある。
注７．ＳＷＰは前期は指定として実施したが、後期にＳＷＰ運営委員会で実施しないとの決定がなされたため、希望実施となった。
注８．専門科目で平成１８年度までの科目と平成１９年度からの科目が合併開講されている場合に、科目コードの記入がなく、どちらの科目か判別できない枚数は平成１８年度までの科目として、その枚数を実施

の内訳として（）内に示した。
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表２．科目区分ごとの授業評価実施状況 後期

科目区分
教員（専任、兼任） 大学専任教員 学部専任教員 授業 学生

数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合

平成１９年度か
らのカリキュ
ラムの専門科
目

入門
【指定】

経営 ※オムニバス形式
会計
経済
マーケティング
情報処理、情報システム
統計

５
５
４
４
３
３

４
５
３
３
２
３

８０．０％
１００．０％
７５．０％
７５．０％
６６．７％
１００．０％

５
５
４
４
２
３

４
５
３
３
１
３

８０．０％
１００．０％
７５．０％
７５．０％
５０．０％
１００．０％

５
５
４
４
２
２

４
５
３
３
１
２

８０．０％
１００．０％
７５．０％
７５．０％
５０．０％
１００．０％

８
５
４
５
４
５

７
５
３
４
３
５

８７．５％
１００．０％
７５．０％
８０．０％
７５．０％
１００．０％

８５０
９５７
８９２
８１８
３６１
４２０

５９０
３８４
３４３
３９６
１５５
２２２

６９．４％
４０．１％
３８．５％
４８．４％
４２．９％
５２．９％

基礎演習
【指定】

簿記
情報リテラシ
経営数学
論理

９
９
２
３

７
８
１
２

７７．８％
８８．９％
５０．０％
６６．７％

５
５
２
３

３
４
１
２

６０．０％
８０．０％
５０．０％
６６．７％

５
５
２
３

３
４
１
２

６０．０％
８０．０％
５０．０％
６６．７％

１２
１６
２
３

１０
１４
１
２

８３．３％
８７．５％
５０．０％
６６．７％

４１６
７５４
４１
４０

２６３
５０７
２０
２０

６３．２％
６７．２％
４８．８％
５０．０％

経営管理総論【指定】 ４ ４ １００．０％ ４ ４ １００．０％ ４ ４ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ７０２ ４８０ ６８．４％

テーマ
【指定】

企業と市場・社会
ベンチャー創造と事業継承
戦略デザイン
グローバル・マネジメント
企業評価とファイナンス
企業活動と会計情報
顧客満足とマーケティング
ビジネス・ソリューション
人的資源と知識創造
ＩＴプロフェッショナル

２
２
１
２
１
１
２
２
２
２

２
２
１
１
１
１
２
２
２
２

１００．０％
１００．０％
１００．０％
５０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

１
２
０
１
１
１
２
２
２
２

１
２
０
０
１
１
２
２
２
２

１００．０％
１００．０％

－
０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

０
２
０
１
１
１
２
２
２
２

０
２
０
０
１
１
２
２
２
２

－
１００．０％

－
０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

２
２
１
２
１
１
４
２
２
３

２
２
１
１
１
１
３
２
２
３

１００．０％
１００．０％
１００．０％
５０．０％
１００．０％
１００．０％
７５．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

９７
６９８
７８
２２０
６１
１５３
１１５１
１３４
１８７
１０９

６１
３６２
５１
２２
３２
６６
４４６
９１
１１４
８３

６２．９％
５１．９％
６５．４％
１０．０％
５２．５％
４３．１％
３８．７％
６７．９％
６１．０％
７６．１％

寄付講座、特殊講義【新旧合併】 ２ ２ ２ ２ １０６

外国書講読【なし】

スポーツ・ウェルネス・プログラム（ＳＷＰ） ２ ２ １ ２ １０８

平成１８年度ま
でのカリキュ
ラムの専門科
目
【希望実施】

系列別 経営
会計
経済
商学
情報管理
外国書講読、共通科目

１１
２
２
６
６
２

８
２
２
４
３
１

８
２
２
４
３
１

１７
２
３
１０
８
２

６８５
３３
６５
４１０
９０
２２

教養教育【希望実施】
英語【希望実施】
英語以外の外国語【希望実施】
保健体育（理論科目）【希望実施】
教職、司書・司書教諭、学芸員課程【希望実施】

２
７

２
２

２
１

３
１０

１１７
２７４

指定した科目区分のみの合計 ６８ ５８ ８５．３％ ５６ ４６ ８２．１％ ５４ ４４ ８１．５％ ８９ ７７ ８６．５％ ９１３９ ４７０８ ５１．５％

全体の実施合計 １００ ７４ ７０ １３６ ６６１８
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表３．科目区分ごとの授業評価実施状況 前後期合計

科目区分
教員（専任、兼任） 大学専任教員 学部専任教員 授業 学生

数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合

平成１９年度か
らのカリキュ
ラムの専門科
目

入門
【指定】

経営 ※オムニバス形式
会計
経済
マーケティング
情報処理、情報システム
統計

１０
１０
８
８
１２
６

７
９
５
６
１０
６

７０．０％
９０．０％
６２．５％
７５．０％
８３．３％
１００．０％

１０
１０
８
８
６
６

７
９
５
６
４
６

７０．０％
９０．０％
６２．５％
７５．０％
６６．７％
１００．０％

１０
１０
８
８
６
４

７
９
５
６
４
４

７０．０％
９０．０％
６２．５％
７５．０％
６６．７％
１００．０％

１６
１０
８
１０
２４
１０

１２
９
５
７
２０
１０

７５．０％
９０．０％
６２．５％
７０．０％
８３．３％
１００．０％

１６８８
１８０７
１８９２
１６２６
１６７５
８４１

１０９０
７１９
６０１
７４３
１０４５
５５８

６４．６％
３９．８％
３１．８％
４５．７％
６２．４％
６６．３％

基礎演習
【指定】

簿記
情報リテラシ
経営数学
論理

９
１０
４
３

７
９
２
２

７７．８％
９０．０％
５０．０％
６６．７％

５
５
４
３

３
４
２
２

６０．０％
８０．０％
５０．０％
６６．７％

５
５
４
３

３
４
２
２

６０．０％
８０．０％
５０．０％
６６．７％

１２
１７
４
３

１０
１５
２
２

８３．３％
８８．２％
５０．０％
６６．７％

４１６
７６０
８８
４０

２６３
５１２
４５
２０

６３．２％
６７．４％
５１．１％
５０．０％

経営管理総論【指定】 ８ ７ ８７．５％ ８ ７ ８７．５％ ８ ７ ８７．５％ １０ ９ ９０．０％ １４０４ ８５６ ６１．０％

テーマ
【指定】

企業と市場・社会
ベンチャー創造と事業継承
戦略デザイン
グローバル・マネジメント
企業評価とファイナンス
企業活動と会計情報
顧客満足とマーケティング
ビジネス・ソリューション
人的資源と知識創造
ＩＴプロフェッショナル

５
４
２
４
２
５
４
４
４
５

４
２
２
２
２
５
４
４
４
５

８０．０％
５０．０％
１００．０％
５０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

３
４
０
２
２
４
４
４
４
５

２
２
０
０
２
４
４
４
４
５

６６．７％
５０．０％

－
０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

１
４
０
２
２
４
４
４
４
５

０
２
０
０
２
４
４
４
４
５

０．０％
５０．０％

－
０．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

５
４
２
４
２
５
８
４
４
７

４
２
２
２
２
５
７
４
４
７

８０．０％
５０．０％
１００．０％
５０．０％
１００．０％
１００．０％
８７．５％
１００．０％
１００．０％
１００．０％

２２３
１３９０
１６０
４４１
１２２
５４１
２３０２
２６８
３７４
２４８

１２６
３６２
１１１
４０
６４
２９５
１０６１
２０２
２５８
１９５

５６．５％
２６．０％
６９．４％
９．１％
５２．５％
５４．５％
４６．１％
７５．４％
６９．０％
７８．６％

寄付講座、特殊講義【新旧合併】 ５ ４ ４ ５ ３８７

外国書講読【なし】

スポーツ・ウェルネス・プログラム（ＳＷＰ） ６ ６ ３ ６ ３８１

平成１８年度ま
でのカリキュ
ラムの専門科
目
【希望実施】

系列別 経営
会計
経済
商学
情報管理
外国書講読、共通科目

１５
６
５
１０
１０
４

１１
５
４
７
６
２

１１
５
４
７
６
１

２３
６
６
１８
１４
４

９３９（２０）
８２（５）
１０３（４）
６０７（２１）
１２２（４）
３６（３）

教養教育【希望実施】
英語【希望実施】
英語以外の外国語【希望実施】
保健体育（理論科目）【希望実施】
教職、司書・司書教諭、学芸員課程【希望実施】

２
１６

２
６

２
４

３
２５

１１７
７６６

指定した科目区分のみの合計 １２７ １０４ ８１．９％ １０５ ８２ ７８．１％ １０１ ７８ ７７．２％ １６９ １４０ ８２．８％ １８３０６ ９１６６ ５０．１％

全体の実施合計 １８４ １３６ １２６ ２５２ １２９４４（５７）

平
成
２０
年
度
学
生
に
よ
る
授
業
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価
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関
す
る
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告
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表４．学部大学院別学生数

年度

区分

２０

前期 後期 合計

一部 ６３０８ ６６０４ １２９１２

二部 １１ １３ ２４

大学院 ０ ０ ０

科目等履修生 ０ ０ ０

不明 ７ １ ８

合計 ６３２６ ６６１８ １２９４４

表５．学部学科別学生数

年度

学科

２０

前期 後期 合計

経営学科 ５９１２ ６３８９ １２３０１

経済学科 １０２ ３３ １３５

国際経済学科 ２９ ９ ３８

法律学科 ０ ６ ６

政治学科 ２ ２ ４

マーケティング学科 １３２ １２２ ２５４

会計学科 １２ ３ １５

日本語日本文学科 １１ １８ ２９

英語英米文学科 １８ ５ ２３

人文学科 ９ ５ １４

心理学科 ２ ４ ６

ネットワーク情報学科 ８７ １７ １０４

その他 １０ ５ １５

不明 ０ ０ ０

合計 ６３２６ ６６１８ １２９４４
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推移を示して過去と比較する必要性は無いと考えたからである。平成７

年度のから平成１８年度までの推移については，「平成１８年度学生による

授業評価報告書」（冊子版）に掲載されている。また，平成１９年度の概

要は「専修経営学論集 第８７号」（平成２０年１１月）で報告している。

２．平成１９年度カリキュラムから専門科目は系列ごとに区分するのでなく，

入門科目，基礎演習科目，テーマなどの科目区分で表示することにした。

３．委員会として指定した科目区分については，指定した数に対する実施

した割合が分かるようにした。ただし，履修登録が０人である授業は勘

定に含めない。担当者が希望して実施する科目については，その科目と

同じ区分の教員数，授業数，学生数は示さないことにした。

４．実施していない科目区分があるが，委員会として指定しなかったから

表６．学年別学生数

年度

学年

２０

前期 後期 合計

１年 ３０２４ ２９９４ ６０１８

２年 ２５２７ ２４１３ ４９４０

３年 ３７０ ６２７ ９９７

４年 ３０８ ４８１ ７８９

５年 １８ １７ ３５

６年 ６ ５ １１

７年 ０ １ １

８年 ２ ０ ２

その他 ０ ０ ０

不明 ７１ ８０ １５１

合計 ６３２６ ６６１８ １２９４４

表７．性別学生数

年度

性別

２０

前期 後期 合計

男 ３９１０ ３９７３ ７８８３

女 １５３８ １６９６ ３２３４

不明 ８７８ ９４９ １８２７

合計 ６３２６ ６６１８ １２９４４
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表８．授業評価の概要 全体 前期

質問項目 評価 有効回答中の比率 有効回答計
６，３２６中 平均値

５：適切 ４ ３：普通 ２ １：不適切

Ａ

１．環境（広さ・照明・冷暖房） ４３．８％ １９．５％ ２４．８％ ７．５％ ４．４％ ６，３０１ ３．９
２．声の大きさ，マイクの使い方 ４８．１％ ２１．９％ ２２．２％ ４．９％ ２．８％ ６，３００ ４．１
３．話す速さ ３６．０％ ２１．９％ ２９．８％ ９．２％ ３．３％ ６，２７２ ３．８
４．板書の字の大きさ ３６．４％ ２１．３％ ３１．８％ ７．３％ ３．２％ ６，２７２ ３．８
５．板書の内容・量 ３０．２％ ２０．８％ ３７．０％ ８．４％ ３．５％ ６，２７９ ３．７
６．授業の進行速度 ３０．１％ ２２．１％ ３３．８％ １０．０％ ３．９％ ６，２７９ ３．６
７．授業の内容量 ３０．６％ ２２．５％ ３６．７％ ７．７％ ２．５％ ６，２８６ ３．７
８．質問時間 ２６．８％ １８．３％ ４５．０％ ７．１％ ２．８％ ６，２８２ ３．６
９．質問応対 ３０．１％ １９．４％ ４２．７％ ５．４％ ２．４％ ６，２６３ ３．７
１０．教科書・参考書の指示 ２７．２％ ２１．１％ ４１．６％ ７．０％ ３．１％ ６，２７４ ３．６
１１．配付資料 ３４．０％ ２４．８％ ３４．３％ ４．８％ ２．３％ ６，２６８ ３．８
１２．授業の開始・終了時刻 ３９．３％ ２３．１％ ３０．８％ ４．８％ １．９％ ６，２７５ ３．９
１３．騒がしい学生に対する注意 ３７．７％ ２１．２％ ３１．９％ ４．９％ ４．３％ ６，２６４ ３．８

５：満足 ４ ３：普通 ２ １：不満足

Ｂ

１４．講義要項 ２９．７％ ２５．５％ ３３．０％ ７．４％ ４．４％ ６，２８０ ３．７
１５．講義要項に沿っている ３３．７％ ２７．５％ ３５．２％ ２．３％ １．２％ ６，２６８ ３．９
１６．授業理解度への工夫 ３０．２％ ２６．３％ ３４．１％ ６．１％ ３．３％ ６，２５７ ３．７
１７．授業内容 ２８．０％ ２６．０％ ３８．１％ ５．０％ ２．９％ ６，２５１ ３．７

１８．授業レベル（高低） ５：高すぎる
１１．７％

４：やや高い
２７．４％

３：良い
５６．９％

２：やや低い
２．９％

１：低すぎる
１．１％ ６，２５２ ３．５

５：大いに ４ ３：普通 ２ １：しない

Ｃ

１９．予習・復習 １２．３％ １４．６％ ４０．０％ １３．２％ ２０．０％ ６，２７５ ２．９
２０．ノートをとる ３７．３％ １９．７％ ３０．１％ ６．０％ ６．９％ ６，２７８ ３．７
２１．関連文献・資料を読む １４．１％ １６．６％ ３８．４％ １４．０％ １６．８％ ６，２６０ ３．０
２２．図書館の利用 ８．６％ ７．９％ ２８．５％ １５．０％ ４０．０％ ６，２５６ ２．３
２３．私語をしない努力 ４１．６％ １９．９％ ３０．８％ ４．８％ ２．９％ ６，２５２ ３．９

２４．出席率 ５：９０～１００％
６３．１％

４：７０～８９％
２２．８％

３：５０～６９％
１１．９％

２：３０～４９％
１．５％

１：０～２９％
０．６％ ６，２６１ ４．５

Ｄ
５：良い ４ ３：普通 ２ １：良くない

総合評価 ３７．３％ ２９．２％ ２５．０％ ５．０％ ３．５％ ６，０２３ ３．９

注． 評価の適切から不適切までの有効回答中の比率は、小数第２位の値を四捨五入しているため、足しても１００％に等しくならない場合がある。
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表９．授業評価の概要 全体 後期

質問項目 評価 有効回答中の比率 有効回答計
６，６１８中 平均値

５：適切 ４ ３：普通 ２ １：不適切

Ａ

１．環境（広さ・照明・冷暖房） ４２．２％ ２０．４％ ２６．９％ ７．２％ ３．３％ ６，５８８ ３．９
２．声の大きさ，マイクの使い方 ４５．６％ ２２．７％ ２３．４％ ５．２％ ３．１％ ６，５８８ ４．０
３．話す速さ ３５．２％ ２３．２％ ３１．０％ ８．０％ ２．６％ ６，５７３ ３．８
４．板書の字の大きさ ３５．２％ ２２．４％ ３０．７％ ７．６％ ４．１％ ６，５７３ ３．８
５．板書の内容・量 ３０．４％ ２２．２％ ３４．５％ ８．８％ ４．１％ ６，５７９ ３．７
６．授業の進行速度 ２９．０％ ２２．９％ ３５．８％ ９．１％ ３．３％ ６，５８３ ３．７
７．授業の内容量 ３０．０％ ２３．１％ ３７．１％ ７．２％ ２．６％ ６，５６６ ３．７
８．質問時間 ２７．５％ １８．２％ ４４．７％ ７．０％ ２．５％ ６，５７０ ３．６
９．質問応対 ２９．４％ １９．８％ ４３．２％ ５．４％ ２．３％ ６，５６５ ３．７
１０．教科書・参考書の指示 ２７．３％ ２１．１％ ４１．２％ ７．４％ ３．０％ ６，５６０ ３．６
１１．配付資料 ３３．６％ ２５．０％ ３３．８％ ５．２％ ２．５％ ６，５６３ ３．８
１２．授業の開始・終了時刻 ３６．６％ ２２．３％ ３０．１％ ７．０％ ４．１％ ６，５６１ ３．８
１３．騒がしい学生に対する注意 ３７．９％ ２３．５％ ３１．５％ ４．７％ ２．５％ ６，５４９ ３．９

５：満足 ４ ３：普通 ２ １：不満足

Ｂ

１４．講義要項 ２８．３％ ２５．４％ ３４．７％ ７．６％ ４．０％ ６，５６６ ３．７
１５．講義要項に沿っている ３２．５％ ２７．７％ ３５．３％ ３．０％ １．５％ ６，５６３ ３．９
１６．授業理解度への工夫 ３０．３％ ２６．７％ ３３．８％ ５．９％ ３．２％ ６，５５４ ３．８
１７．授業内容 ２７．５％ ２５．３％ ３９．５％ ５．０％ ２．７％ ６，５４８ ３．７

１８．授業レベル（高低） ５：高すぎる
１０．２％

４：やや高い
２７．０％

３：良い
５８．２％

２：やや低い
３．４％

１：低すぎる
１．１％ ６，５２８ ３．４

大いに 普通 しない

Ｃ

１９．予習・復習 １０．８％ １４．７％ ４３．９％ １１．７％ １８．９％ ６，５６３ ２．９
２０．ノートをとる ３６．０％ ２１．１％ ３１．４％ ６．０％ ５．５％ ６，５６１ ３．８
２１．関連文献・資料を読む １３．０％ １６．８％ ４１．３％ １２．６％ １６．３％ ６，５５４ ３．０
２２．図書館の利用 ７．７％ ９．４％ ３２．０％ １４．６％ ３６．３％ ６，５５０ ２．４
２３．私語をしない努力 ４１．２％ １９．８％ ３２．３％ ４．２％ ２．５％ ６，５４８ ３．９

２４．出席率 ５：９０～１００％
５８．０％

４：７０～８９％
２７．２％

３：５０～６９％
１２．８％

２：３０～４９％
１．５％

１：０～２９％
０．４％ ６，５６２ ４．４

Ｄ
５：良い ４ ３：普通 ２ １：良くない

総合評価 ３７．０％ ２８．７％ ２５．３％ ５．６％ ３．４％ ６，３２６ ３．９

注． 評価の適切から不適切までの有効回答中の比率は、小数第２位の値を四捨五入しているため、足しても１００％に等しくならない場合がある。
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であり，教員から協力が得られなかったわけではない。むしろ，予算が

限られた状況で前期・後期に実施し，新しい専門のカリキュラムの科目

を評価するために，委員会として遠慮していただいたのである。

５．合併科目については，複数の科目それぞれについて科目コードを割り

当てているため，間違ったコードをマークしたり，コードの記入が無か

ったりすると，どの科目のものか判別ができない。科目が判別できない

カードの数は平成１８年度までのカリキュラムの科目の実施数に含めて，

内訳を示した。さらに，コードの区別を教員が指示しなかったために，２

科目を同一科目と見なして処理した組み合わせが５つある。

５．授業評価の概要

平成１９年度の報告と同様に，分析までは述べないが，前期（表８）と後期（表

９）それぞれの全体の授業評価の概要を掲載しておく。

６．授業評価の実施および集計作業に関する課題

平成２０年度については，前期末に実施した授業評価の集計結果を，後期の開始

時に各教員に返却した。平成１９年度は後期の結果を委員会が科目ごとに集計した

ため，新年度開始時に教員に返すことができなかったたが，この度は間に合わせ

ることができた。これは予算が増えたことと，費用の見直しを業者に求めたこと

による。新しいカリキュラムについての評価を行うには，入門科目，基礎演習科

目，テーマなどに分けた評価概要が必要になる。しかし，まだ予算が十分でない

ため，現在のところ業者に依頼している図表の作成以上のことはできない。新し

いカリキュラムの完成年度を迎える平成２２年度は，予算の増額が必要である。

また，新旧の科目を合併開講している場合，それぞれについて科目コードを割

り当てているため，「４．授業評価実施教員および回答者の概要 ５」で述べた

ような混乱が起こっている。これについては，委員会として今後対策を考えなけ

ればならない。
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